
 

 

第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞  令和６年 10 月 25 日 

事業者情報 

事業者名 一般社団法人 大田観光協会 

代表者 職・氏名 
職名 会長 

氏名 田中 常雅 

ホームページ URL（任意） https://www.o-2.jp/ 

事業者ロゴ（任意） 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

大田観光協会は、大田区観光プラットフォームの要として関係団体や区民、企業等と連携・

協働し、区が持つ地域特性を生かした観光事業を推進することで環境や文化、歴史、産業

等の魅力を見える化して区民のシビックプライド醸成につなげ、効果的な情報発信も行う

ことにより、来訪者の増加・区内回遊性向上を図り、地域経済の活性化を通じて、持続的

なまちづくりを進めるメインプレーヤーとなっています。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

   〇●   

      

 〇●  ● 〇●  

     

 

    〇●  



 

 

 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

４、８、11、17 

大田区が誇る地域資源であるモノ

づくりを活かした「おおたオープ

ンファクトリー」の実施や、魅力あ

るモノづくりのまちづくりを推進

する拠点である「くりらぼ多摩川」

を核とした公・民・学協働によるモ

ノづくり体験や地域イベントへの

出展などを継続して行っていま

す。 

「おおたオープンファクトリー」

の実施内容をより工夫して地域の

モノづくり産業の魅力を高め、就

業者の働き甲斐向上や雇用の確保

を図り、地元商店街との連携も強

化し地域経済活性化に努めます。 

「くりらぼ多摩川」では、関係団体

や企業等との協働により、引き続

き小学校授業の協力や区内外の対

象者にモノづくり体験をしてもら

い、大田のモノづくりの魅力を発

信していきます。 

４、８、11、17 

区内小学校と連携し、独自教科「お

おたの未来づくり」において、子ど

もの発想を活かした授業づくりを

支援しています。 

今後も継続して、区内小学校と連

携した「おおたの未来づくり」にお

いて、支援を行っていきます。 

４、８、10、

11、17 

 

 

 

SDGs を取り入れた持続的な観光

を目指して、個人、団体、企業のア

イデアを活かす取り組みを行い、

すべての人が観光を楽しめるまち

づくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


